
 

教務事務センター 

 

【現代心理学部】2023 年度入学者向け 履修要項（2023 年度配付）訂正・変更一覧 

（2024年 3月 19日時点 訂正・変更一覧） 

 

＊全学共通科目の訂正・変更については、以下の 「全学共通科目 訂正・変更一覧」を確認すること。 

 

訂正：冊子発行時の内容に誤記があることがわかり、後からこれを正すこと ※冊子 PDFに赤字で訂正を反映しています 

変更：冊子発行以降に制度等に変更が生じたため、最新の情報を示すこと  ※冊子 PDFには反映をしていません 

 

＜2024 年度中の訂正・変更箇所＞ 

訂正日 頁 
訂正/ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

3/19 
2 

3 
変更 教務事項の伝達について 

１ 掲示 

２ 教務関連 Wｅｂ

サービス 

３ 緊急時連絡 

４ 教務窓口 

各項目の掲載リンク、授業支援システムなどに変

更が生じているため、この項目は 2024 年度履修

要項で確認すること。 

3/19 15 変更 

Ⅰ カリキュラムのしく

み 

２ 科目ナンバリングに

ついて 

２．全学共通科目の

ナンバリング 

言語系科目のナンバリングに複数の追加・変更が

生じているので、2024 年度履修要項で確認する

こと。 

3/19 

21 

22 

変更 

Ⅱ 授業（学習生活） 
４ 授業形態 

５ 休講 

８ 学校感染症に罹

患した場合の措置に

ついて 

「授業形態」など、項目の追加や修正が生じてい

るため、この項目は 2024 年度版の履修要項で確

認すること。 
102 

103 

授業（学習生活・履修計画

の立て方・オフィスアワ

ー） 

3/19 24 変更 Ⅲ-1 履修規定（単位） ２ 卒業要件単位 

以下の文言を追加 

⑶ 全授業回の半数を超える授業回を遠隔により

実施する科目で修得した単位は，60 単位まで卒業

要件単位に含めることができる（遠隔授業 60 単

位上限）。60 単位を超えた単位は随意科目となり，

卒業要件単位には算入されない。 

 履修中及び修得した遠隔授業の単位数は，成績

参照画面で確認すること。 

「遠隔授業 60 単位上限」の対象となる科目は，

授業形態により定められる。授業形態については，

Ⅱ 授業（学習生活）を参照 

3/19 
25 

26 
変更 

Ⅲ-2 履修規定（履修につ

いての注意事項） 

２ 履修登録上限単

位数 

「〈全学共通科目の履修登録上限単位数〉」にお

いて、言語自由科目（英語）に関する記載を削除 



3/19 28 変更 
Ⅲ-2 履修規定（履修につ

いての注意事項） 

１1 必修科目履修

辞退制度 

「３．申出方法」内の「（新座キャンパス教務事

務センターで配付）」を削除 

3/19 38 変更 Ⅴ 履修登録 ３ 履修届出方法 

「１．自動登録」（2）※部分について以下のと

おり変更 

全学共通科目言語 A（英語） 

 ↓ 

全学共通科目言語系科目 

「３．抽選登録」（2）⑥部分について 

全学共通科目言語自由科目（英語）に関する記載

を削除 

3/19 

43- 

55 

変更 

Ⅵ 試験・成績 

項目全体 

「試験に関する規定」、「口頭試問」、「レポー

ト試験」、「追試験」に関することなど、項目全

体を通して複数の変更が生じているため、この項

目は 2024 年度履修要項で必ず最新の情報を確認

すること。 

114- 

125 

現代心理学研究科 

博士課程前期課程 

Ⅳ 試験・成績 

3/19 57 変更 Ⅶ 卒業に関する事項 ５ 特別卒業 

「１. 特別卒業（９月卒業）とは」において以下

の文言を追加（赤字部分） 

３．申請時において，在学８学期目以降の学生で

あること 

ただし，在学学期数に関しては，法学部法学科法

曹コースの対象学生については，在学６学期以降

で足りるものとする 

3/19 

59- 

63 

変更 

Ⅷ 学籍・学費 
２ 休学・復学 

６ 再入学 「休学中の学費について」、「再入学とは」に複

数の変更が生じているので、この項目は 2024 年

度履修要項で必ず最新の情報を確認すること。 
129- 

132 

現代心理学研究科 

博士課程前期課程 

Ⅶ 学籍・学費 

２ 休学・復学 

５ 再入学 

3/19 66 変更 
Ⅸ グローバル教養副専

攻 

５ Ｇ副専攻のコー

ス・テーマ 

「２．Language & Culture Course」に以下のテ

ーマを新設 

９．Russian Language & Culture  

選択した言語の技能を磨くとともに、ロシア語圏

の文化や社会への理解を深める。 

3/19 75 変更 心理学科履修規定 

２．選択科目 

 学科選択科目Ａ

（演習） 

【変更前】（３） 

・前年度２月下旬にゼミ志望届心理学科教育研究

支援室に提出する。 

 ↓ 

【変更後】（３） 

・前年度１月下旬にゼミ希望届を提出する（提出

方法については学科から追って連絡がある）。 



3/19 86 変更 映像身体学科履修規定 

２．選択科目 

 学科選択科目Ｂ

（専門演習） 

【変更前】 

（４）選考通過者で履修初年度春学期を休学した

場合は，選考結果が無効になるため，選考を受け

直すこと。 

 ↓ 

【変更後】 

（４）選考通過者で履修初年度春学期を休学・休

学留学・在学留学した場合は，選考結果が無効に

なるため，選考を受け直すこと。 

3/19 

106 

変更 

現代心理学研究科 

博士課程前期課程 

Ⅱ 履修規定（単位認定／

他研究科科目等の履修） 

１ 単位制度 

２．単位の考え方 

項目名の変更（赤字部分の削除）および「１．単

位制度」「２．単位の考え方」の項目追加 

2024 年度履修要項で必ず最新の情報を確認する

こと。 

148 

現代心理学研究科 

博士課程後期課程 

Ⅱ 履修規定 

１．単位制度 

「１．単位制度」の項目を追加 

2024 年度履修要項で必ず最新の情報を確認する

こと。 

3/19 

126 

127 

変更 

現代心理学研究科 

博士課程前期課程 

Ⅴ 修士論文 

６．修士論文審査基

準 

「審査基準」において以下の文言の追加 

〈心理学専攻〉 

６．学位授与の方針に定めた知識、能力等を有す

ると認められること 

〈臨床心理学専攻〉 

８．学位授与の方針に定めた知識、能力等を有す

ると認められること 

〈映像身体学専攻〉 

６．学位授与の方針に定めた知識、能力等を有す

ると認められること 

154 

現代心理学研究科 

博士課程後期課程 

Ⅴ 博士学位申請 

５ 博士論文審査基

準 

「審査基準」において以下の文言の追加 

〈心理学専攻〉 

７．学位授与の方針に定めた知識、能力等を有す

ると認められること 

〈臨床心理学専攻〉 

７．学位授与の方針に定めた知識、能力等を有す

ると認められること 

〈映像身体学専攻〉 

７．学位授与の方針に定めた知識、能力等を有す

ると認められること 

3/19 127 変更 

現代心理学研究科 

博士課程前期課程 

Ⅴ 修士論文 

７．修了制作審査基

準 

「審査基準」において以下の文言の追加 

６．学位授与の方針に定めた知識、能力等を有す

ると認められること 

3/19 127 変更 

現代心理学研究科 

博士課程前期課程 

Ⅵ 修了に関する事項 

３．特別修了 

「３．特別修了〈特別修了（9 月修了）（３月修

了）申請条件〉」において以下の文言の削除 

TESOL-J 



3/19 

134 

変更 

心理学専攻 

博士課程前期課程 

Ⅰ 研究指導基本スケジ

ュール 

時期 

「修士論文構想発表会」「修士論文提出」「修士

論文口頭試問・発表会」の時期を修正したため、

2024 年度履修要項で確認すること。 

138 

臨床心理学専攻 

博士課程前期課程 

Ⅰ 研究指導基本スケジ

ュール 

「修士論文提出」「修士論文口頭試問・発表会」

の時期を修正したため、2024 年度履修要項で確

認すること。 

144 

映像身体学専攻 

博士課程前期課程 

Ⅰ 研究指導基本スケジ

ュール 

「修士論文提出」の時期を修正したため、2024

年度履修要項で確認すること。 

3/19 

134 

138 

144 

変更 

心理学専攻 

臨床心理学専攻 

映像身体学専攻 

博士課程前期課程 

Ⅱ 履修規定 

１．単位制度 「１．単位制度」の項目を削除 

3/19 152 変更 

現代心理学研究科 

博士課程後期課程 

Ⅴ 博士学位申請 

２ 博士論文中間報

告書【臨床心理学専

攻・映像身体学専攻】 

【変更前】 

（５）博士論文中間報告書の受理・不受理の決定

は，現代心理学研究科 Web 掲示板で発表する。

発表日時は，別に定める。 

（６）中間報告書を受理された者は，博士（課程

博士）の学位申請論文提出資格を得る。ただし，

学位申請論文の主題や構想が中間報告書の内容と

異なる場合は中間報告書を再提出し，審査を受け

なければならない。中間報告書が受理された学期

の翌学期から休学期間を含んで７学期目以降に学

位申請論文を提出する場合も，原則として中間報

告書を再提出すること。なお，審査の結果受理さ

れなかった場合は，前回の提出から３か月以上を

経過し，かつ，研究科委員会の許可があれば再提

出することができる。 

 ↓ 

【変更後】 

（５）博士論文中間報告書の受理後、審査結果は，

現代心理学研究科 Web 掲示板で発表する。発表

日時は，別に定める。 

（６）中間報告書が承認された者は，博士（課程

博士）の学位申請論文提出資格を得る。ただし，

学位申請論文の主題や構想が中間報告書の内容と

異なる場合は中間報告書を再提出し，審査を受け

なければならない。中間報告書が承認された学期

の翌学期から休学期間を含んで７学期目以降に学



位申請論文を提出する場合も，原則として中間報

告書を再提出すること。なお，審査の結果承認さ

れなかった場合は，前回の提出から３か月以上を

経過し，かつ，研究科委員会の許可があれば再提

出することができる。 

3/19 153 変更 

現代心理学研究科 

博士課程後期課程 

Ⅴ 博士学位申請 

３ 博士学位申請 

「１．博士学位申請資格（「博士学位申請論文に

関する現代心理学研究科申し合わせ」抜粋）」内

の文言を以下の通り変更 

【変更前】 

【臨床心理学専攻】 

博士論文中間報告書を提出して受理され，所定の

単位を修得済みの者で，～ 

【映像身体学専攻】 

博士論文中間報告書を提出して受理され，所定の

単位を修得済みの者で，～ 

 ↓ 

【変更後】 

【臨床心理学専攻】 

博士論文中間報告書を提出して承認され，所定の

単位を修得済みの者で，～ 

【映像身体学専攻】 

博士論文中間報告書を提出して承認され，所定の

単位を修得済みの者で，～ 

3/19 

156 

158 

160 

変更 

心理学専攻 

臨床心理学専攻 

映像身体学専攻 

博士課程後期課程 

Ⅰ 履修規定 

１ 教育課程 「１．単位制度」の項目を削除 

3/19 156 変更 

心理学専攻 

博士課程後期課程 

Ⅰ 履修規定 

１ 教育課程 

「２．所定単位（修了に必要な単位）」を以下の

通り変更 

【変更前】 

心理学専攻の教育課程を修了するためには，下表

に示す必要単位数を修得しなければならない。 

 ↓ 

【変更後】 

心理学専攻の教育課程を修了するためには，現代

心理学研究科博士課程後期課程心理学専攻選択科

目から 6 単位以上修得しなければならない。 

3/19 156 変更 

心理学専攻 

博士課程後期課程 

Ⅰ 履修規定 

２ 研究課程 

「１．研究指導について」内の「副指導教員の選

定について，「研究計画書」に指導教員の氏名を，

「副指導教員届」に副指導となることを希望する

教員氏名を記入し，それぞれ定められた期間に心

理学科教育研究支援室に届け出ることとする。な



お，副指導教員の決定については，届出をもとに

専攻において審議し，伝達することとする。」を

削除 

3/19 158 変更 

臨床心理学専攻 

博士課程後期課程 

Ⅰ 履修規定 

２ 研究課程 

「１．研究指導について」内の「副指導教員の選

定について，「研究計画書」に指導教員の氏名を，

「副指導教員届」に副指導となることを希望する

教員氏名を記入し，それぞれ定められた期間に心

理学科教育研究支援室に届け出ることとする。な

お，副指導教員の決定については，届出をもとに

専攻において審議し，指導教員から担当する学生

に対して個別に伝達することとする。」を削除 

3/19 160 変更 

映像身体学専攻 

博士課程後期課程 

Ⅰ 履修規定 

１ 教育課程 

「２．所定単位（修了に必要な単位）」を以下の

通り変更 

【変更前】 

映像身体学専攻の教育課程を修了するためには，

下表に示す必要単位数を修得しなければならな

い。 

 ↓ 

【変更後】 

映像身体学専攻の教育課程を修了するためには，

現代心理学研究科博士課程後期課程映像身体学専

攻選択科目から 6 単位以上修得しなければならな

い。 

 

＜2023 年度中の訂正・変更箇所＞ 

訂正日 頁 
訂正/ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

5/18 

22 

変更 

Ⅱ 授業（学習生活） 
７ 学校感染症に罹患

した場合の措置につい

て 

提出する書類は、本学書式の「治癒証明書」ま

たは「診断書」とする（窓口交付の申請書は廃

止）。 

申請者には，各教務窓口にて配慮依頼文書を交

付する（申請書および診断書もしくは治癒証明

書のコピーを返却する対応の廃止）。 

103 

授業（学習生活・履修

計画の立て方・オフィ

スアワー） 

9/1 
32 

33 
変更 

Ⅲ 3 履修規定（単位

認定） 

4 入学前に修得した単

位の認定 

（3）認定科目名・履修

区分 

下線部を追記 

＜全学共通科目＞ 

全学共通科目として認定する場合は, 科目名

では表示せず, その内容から特定の履修区分

に振り替えて認定する。ただし, 本学で修得し

た科目については、本学の科目名で認定する。 

 

 

 

 



 

教務事務センター 

【全 学 共 通 科 目】 

 2 0 2 3 年 度 １ 年 次 入 学 者 向 け  履 修 要 項 （ 2 0 2 3 年 度 配 付 ） 訂 正 ・ 変 更 一 覧      

（2024年 3月 19日時点 訂正・変更一覧） 

 

訂正：冊子発行時の内容に誤記があることがわかり、後からこれを正すこと 

変更：冊子発行以降に制度等に変更が生じたため、最新の情報を示すこと 

 

＜2024 年度中の訂正・変更箇所＞ 

訂正日 頁 
訂正／ 

変更 
訂正／変更箇所 訂正／変更項目 訂正前  →  訂正後／変更内容 

3/19 

 

 

全 3 

 

全 7 

全 8 

変更 

 

 

全学共通科目とは 

 

総合系科目 9月入学者向けの補足事項 

以下の文言（下線部分）を追記 

 

9月入学者は，4月入学者と履修時期が異なる。

本文は以下のように読み替えること。 

1年次春学期 → 1年次秋学期 

1年次秋学期 → 1年次春学期 

＊NEXUSプログラム生（異文化コミュニケーシ

ョン学部を除く）は,上記の読み替えは不要 

3/19 全 11 変更 

総合系科目 

科目群 

多彩な学び 

外国語による総合系科目

（Ｆ科目） 

TOEIC → TOEIC®L&R 

主に英語で行われるが、英語以外の外国語で開

講する科目もある。その場合に求められる当該

言語のレベルは別途定めるという旨を追記。 

3/19 全 16 変更 
履修登録上限 

単位数 
科目名変更 

文章中の以下の科目名を変更 

「海外インターンシップ１・２」 

↓ 

「海外ワークエクスペリエンス１・２」 

3/19 

全 34

～ 

全 38 

変更 
言語系科目 

自由科目 

言語自由科目 

カリキュラム改定 

2024年度 R Guide掲載の 

「言語自由科目 カリキュラムの改定につい

て」を参照すること。 

 

＜2023 年度中の訂正・変更箇所＞ なし 

 

 

 以 上 

https://rguide.rikkyo.ac.jp/2024/files/zenkari/gengo/Curriculum_kaitei.pdf
https://rguide.rikkyo.ac.jp/2024/files/zenkari/gengo/Curriculum_kaitei.pdf

